
鹿児島県内の企業対象

費用
無料

外国人材が職場での円滑な意思疎通を図り 、 スムーズにキャリ アアッ プしていく ためには、

一定の日本語能力が必要です。 鹿児島県では、 県内の企業で就労する外国人材向けに

日本語学習支援システム（ e -ラ ーニング等で学べる環境） を無料提供し ます。

企業向け説明会企業向け説明会
■ 事業の趣旨説明

■ 学習システムの紹介

鹿児島県外国人材向け
日本語学習支援事業

令和７年度

働く 外国人材向け

日本語学習支援ｅ - ラ ーニングシステム

オンラ イ ン（ Z o o m ） で実施

16:00-17:009/9火 説明会へのお申し 込みは、
裏面に記載のU R L 、二次元コ ード より お願いし ます。

■ 申請の流れ

■ 企業担当者へのお願い

事業概要

学習対象者

申請期間

提供期間

受講申請方法

8 月2 9 日（ 金） ～ 9 月3 0 日（ 火）

2 0 2 5 年

9 月 1 日（ 月） ～ 3 月1 0 日（ 火）

2 0 2 5 年 2 0 2 6 年

学習対象者が在籍している企業において受講申請をお願いし ます。

企業内に 1 名以上、学習支援担当者を配置してく ださ い。

受講申請は裏面に記載の U R L、二次元コ ード より お願いし ます。

なお、企業向け説明会を以下のと おり 開催し ますので、ぜひご参加く ださ い。

現在の日本語レベル： 日本語教育の参照枠 A 1 未満～ A 2 未満（ 日本語能力検定 JLPT： N 5 ～ N 4 ） レベル相当

在留資格： 技能実習、 特定技能 等

従業員規模により 、 原則と し て１ 企業あたり ３ 人（ 従業員 3 0 人未満） または 5 人（ 従業員 3 0 人以上）

申請期間内であっ ても 、 募集定員に達し た場合には、 申請受付を終了し ます。

規定人数を超えて受講さ せたい場合は、 裏面お問い合わせ先にご相談く ださ い。

募集定員： 3 0 0 名（ 先着順）

要申込

追加募集の場合、 提供開始期間が1 0 月から になる場合があり ます。

追加募集!



https://www.pref.kagoshima.jp/af21/gaikokujinzai_nihongo.html

鹿児島県 商工労働水産部　 外国人材政策推進課

内定ブリッ ジ株式会社

 　  co n ta c t@ n a ite ib r id g e .c o m  （ 内定ブリッジ）

主　 催

受託・ 運営

お問い合わせ

オ ン ラ イ ン 日本語学習に ついて

到達目標レ ベル

日本語教育の参照枠： A 1 ～ A 2 レベル（ 日本語能力検定 JLPT： N 5 ～ N 4 ）

学習開始まで

学習開始時にテスト を実施し 、現在の日本語力を測ります。

テスト 結果に応じ て、A 1 または A 2 レベルを目標とするコ ース（ 入門 / 初級１ / 初級２ ）で

学習を開始していただきます。

本学習環境の主なメ リ ッ ト

学 習 方 法

動画による オンデマンド 型 × 講師によるライブ配信型 のハイブリッド 方式

● オンデマンド 型動画： 通信環境があれば、いつでも 、パソコンでもモバイルでも 視聴可能です。

● ライブ配信： クラスごと に実施。平日 1 9 :3 0 ～ 2 0 :3 0 、週に 2 回、同じ 講義を行う ので、

　 　 　 　 　 　   どちらか都合の良い曜日を選んで参加できます。

01 継続可能な学習習慣の形成
平日 1 日あたり 約 1 時間から。動

画1 本は約 1 0 分。短時間・ 集中

型の構成で、仕事との両立が可能

02 体系的に学べる学習コ ンテンツ
ことば、聴解、文法、会話、読む、書く 、漢字をバランスよく

体系的・ 段階的に学べる豊富な動画数。

入門： 2 5 3 本（ 約 4 2 時間）、初級 1 ： 2 8 1 本（ 約 4 7 時

間）、初級 2 ： 3 0 6 本（ 約 5 1 時間）、ほかに方言の動画

03 活動を促す参加型動画
一般的な知識インプット 型動画と 異なり 、 学習者が「 考え

る・ 話す・ 書く 」など能動的に関わる構成

04 多言語対応の漢字学習
漢字学習の動画は、英語、ベト ナム語、タガログ語、インド

ネシア語、中国語、ミ ャンマー語、ネパール語の字幕付き

で、学習者の理解をサポート

05 オリ ジナルの方言学習
方言の基本的なルールや、語彙、表現など

を学び理解を深め、 職場の人間関係構築

や職場定着へつなげる

07 企業と の連携による
キャリ ア支援
学習支援担当者にも 学習状況をフィ ード

バックすることで、受講者の成長を共有し 、

就労継続やキャリア形成につなげる

06 学習管理システムで
学習進捗の可視化・ 支援

学習履歴やテスト 結果をもと に、 学習支

援担当者を 通じ て受講者へ個別にフィ ー

ド バックや学習アド バイス

説明会への参加申込、

受講申請はコ チラ

JFT-B a s ic オンラ イン模試の受験チャンス
希望者の中から、受講率などの条件をクリアした 5 0 名の方を対象に、模試の受験機会を提供します。
※2 0 2 7 年度以降の育成就労制度において、特定技能 1 号移行時に A 2（ JLPT N 4 ）相当以上の試験合格が必須です。
　 JFT-Bas ic オンライン模試を受験することで、A 2 レベル合格までの到達度を把握すること ができます。

※追加募集による受講者は、９ 月中のライブ 配信については、オンデマンド 型動画で視聴いただく 可能性があり ます。

https://www.pref.kagoshima.jp/af21/gaikokujinzai_nihongo.html
mailto:contact@naiteibridge.com

